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１．各メーカーへのヒアリングについて
２．FS調査の実施について
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本日行うヒアリングの目的と内容について

 前回の本検討会では、直流送電の概要や日本の海底地形、技術動向について各有
識者によるご説明が行われた

 日本国内では長距離海底直流送電の実績が無いことから、日本国内にて実績がある
メーカーにヒアリングを行い、整備の実現に向けた見通しや課題について調査する

 交直変換器メーカー
• 三菱電機株式会社
• 東芝エネルギーシステムズ株式会社
• 株式会社日立製作所
 ケーブルメーカー

• 古河電気工業株式会社
• 住友電気工業株式会社

 ヒアリングの事前質問事項
• 設計から修繕までの事業体制
• 国内及び海外での実績、技術の紹介
• 製造や人員の体制、単価の水準その見通し
• 単価低減のための方策や環境、要望
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１．各メーカーへのヒアリングについて
２．FS調査の進め方について
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FS調査の進め方について

 長距離海底直流送電の整備に向け、複数海域を念頭にFS調査を行い、考慮すべき事
項等の具体化や、長距離海底直流送電に必要な設備や費用、工期等を検討する。

 また、海外調査も行い、海外事例を踏まえ、日本において長距離海底直流送電を整備
するために必要な設備や費用、工期等について整理する。

 （国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）多用途多端子直流送電
システムの基盤技術開発事業の「洋上風力等からの高圧直流送電システムの構築・運
用に関する調査」として、公募が開始された（公募期間は4月26日～5月26日）。

 なお、本検討会における議論の内容や進捗等を踏まえ、詳細な調査内容を決めていく
こととし、調査結果については報告書としてNEDOから公表されるほか、本検討会におい
ても中間・最終報告を行うこととする。

「洋上風力等からの高圧直流送電システムの構築・運用に関する調査」業務内容
・直流送電のルートに関する調査
・直流送電に必要な設備等の検討
・直流送電に必要な費用・工期の検討
・海外調査
・報告書作成
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FS調査を行う主体と実際の整備主体との関係について

 今回のFS調査は、国内で実績が無い長距離海底直流送電プロジェクトの技術的な実
現可能性を検討することが主目的である

 一方で、今回のFS調査を行う事業者が、将来の海底直流送電の整備を担う上で、他
の事業者に比べ、有利にならないよう、以下のように考慮することで、事業者間の公平
性を担保していく。
– 成果は今後の海底直流送電の整備の参考とはなり得るものの、その基本要件と直

接的に関連するものとはしない
– 現時点では必要な設備容量や両端の地点等の不確実性が大きいことから、仮定を

置いた上での実現可能性の検討に留まる（工事設計ではない）
– FS調査で得られた内容は、その進捗状況も含め検討会で報告し、報告書等の全

てを公開する
 なお、FS調査を行う事業者に対して将来の海底直流送電の整備を行うことを妨げること

自体は、将来の選択肢や競争を阻害することとなるため行わないが、上記のような公平
性を担保する取組をしっかり行っていく。
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（参考）海底直流送電の整備に向けた論点及び進め方
 日本で海底直流送電を整備していく上では、海洋環境の特徴、近海の盛んな漁業、洋

上風力の分布、海洋の利用状況、系統の特徴などの、日本における特性を考慮した上
で、ルート・構成設備・施工方法等を検討する必要がある。

 本検討会においては、まずは以下の考慮事項等について、国内外の既存事例の研究や
関係機関・メーカー等へのヒアリングを通じて理解を深めつつ、その他にも考慮すべき事
項がないかの確認を行った上で、FS調査等も活用しながら、以下の検討事項等につい
て具体化を進める。

考慮事項（例）
・日本における近海の海底の地形・堆積物の特徴
・日本の洋上風力発電のポテンシャルの分布
・日本の海洋の利用状況
・日本の系統の特徴
・技術開発状況 等

検討事項（例）
・整備に適した海域
・構成設備
・施工方法
・費用見込み
・調査などを含めた工事の所要期間

・漁業等を考慮したケーブル防護の方法
・設備故障時の影響や対応方法
・保守、メンテナンスの方法 等

第1回 長距離海底直流送電の整備に向けた検討会
資料4（2021年3月15日）
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（ヒアリングの参考資料）
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（参考）基本的な回路構成と変換所の外観
第1回 長距離海底直流送電の整備に向けた検討会 資料６

（2021年3月15日）
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（参考）国内事例における工程表の一例
第1回 長距離海底直流送電の整備に向けた検討会 資料６

（2021年3月15日）追記
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（参考）海底地形と堆積物分布
第1回 長距離海底直流送電の整備に向けた検討会 資料７

（2021年3月15日）


